
 

   

 

暑さ対策へのご協力のお願い 
急に気温が上がり、真夏のような暑さとなりました。まだ暑さに身体が十分慣れていない時期ではありますが、

運動会に向けた練習が続く中、ときおり吹くさわやかな風に、ほっとできる場面もありました。 
本校では、活動内容や場所を工夫し、空調の効いた体育館を活用するなど、できる限り暑さ対策に努めてまい

りました。しかしながら、運動場での練習では、厳しい暑さとなることもありました。 
そのような中でも、くまっこたちは一生懸命に練習を重ね、いよいよ明日の運動会本番を迎えます。今後も、

子どもたちの健康と安全を第一に考え、熱中症の予防にしっかりと取り組んでまいります。 
また、夏の期間の登下校や校内での過ごし方について、下記のとおりルールを定めております。 

ご確認のうえ、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

【夏の暑さ対策について】 

■使用可能 
・日傘 ・クールリング ・冷却タオル（登下校時・休憩時のみ使用可） 
  ※教室内では外し、学習の妨げとならないよう各自で管理します。 

■持ち込み不可 
・冷却シート、冷却スプレー ・携帯扇風機 ・うちわ、扇子 ・サンダル類 
 ※けがや健康上のリスク、故障や紛失防止のためです。 

■家庭での対応 
・日焼け止め（家庭で塗ってください。学校への持参はご遠慮ください。） 

■帽子の着用について 
気温や暑さ指数（WBGT）が高い日は、休み時間等に屋外で活動する際、帽子を着用して過ごします。 
毎日の帽子の準備にご協力をお願いします。 

スポーツテストを実施しました 
3・4・5年生が、自分の体力や運動能力を知ることを目的に、スポーツ 

テストに取り組みました。各クラスで 20ｍシャトルラン、50ｍ走、握力測定 

を行い、持久力や走力、握力を測定しました。また、学年全体で、上体起こし、 

長座体前屈、反復横とび、立ち幅とび、ソフトボール投げにも挑戦しました。 

子どもたちは、友だちの頑張りを応援し合いながら、自己記録の更新を目指して最後まで一生懸命取り組んでい

ました。今回の結果を、今後の体育学習や体力づくりに生かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

もりだくさんの土曜参観！  
～SNS講演会・お迎え訓練・献血のご案内～ 

『土曜参観のご案内（5月 20日付）』でもお知らせしておりますが、 

2・3時間目は授業参観または SNS講演会、4時間目は引き渡し訓練を行います。 

SNS 講演会では、●●●●●●●●●●●●●●●●先生にご講演いただきます。SNS に関するトラブルやセキ

ュリティ面での危険性など、毎年最新の内容に更新されたお話を伺うことができ、教職員にとっても大変参考に

なる内容です。ぜひご参加くださいますようお願いします。 

また、当日は 10時から 13時まで、体育館付近にて献血を実施しております。皆様のご協力をよろしくお願い

します。 
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『くまっこタイム』で広がる学びの土台 

～MIMデジタルやコグトレオンラインのねらいと効果～ 
 

本校では「くまっこタイム」の時間に、ドリルパーク（AI活用のデジタルドリル）や MIMデジタル、コグト
レオンラインなどに取り組んでいます。ドリルパークでは、子どもの理解度に応じて、問題が出題され、基礎学
力の定着だけでなく、思考力・判断力・表現力の育成をサポートしています。MIMデジタルやコグトレオンライ
ンでは、学力そのものを直接高めるのではなく、学ぶために必要な土台となる力を育てています。 
学力を支えているのは、集中力や理解力、粘り強さといった目には見えにくい力です。 
 くまっこタイムで育んでいるこれらの力は、国語や算数をはじめ、すべての教科の学習を支える大切な基盤と
なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【短時間でも継続して取り組んできたことで・・・】 

「最後まで話を聞こうとする姿勢が育ってきた」「間違いを恐れずに挑戦する子が増えてきた」「集中して

課題に向かう時間が長くなってきた」など、学習面や学習に向かう態度の変化を各学年で感じています。 

これらの力は、すぐに点数として表れるものではありませんが、学び続けるための大切な土台です。 

今後も「くまっこタイム」を通して、一人ひとりが自分のペースで力を伸ばし、学ぶことに前向きに取り組

める子どもたちの育成を目指していきます。 

ご家庭でも、子どもたちの小さな変化やがんばりを温かく見守っていただければ幸いです。 

 

子どもたちの未来を、地域とともに（学校運営協議会の開催） 

第 1回学校運営協議会を 5月 22日に開催し、地域の皆さまと学校づくりについて話し合いました。 
協議会では、本校の学校経営方針を説明し、ご承認をいただきました。 
今年度の重点目標である「子どもの困り感を多面的に捉え、チームで支える」ことを大切に、教職員が連携し

ながら支援を進めてまいります。 
意見交流では、「地域とともに子どもを育てる」をテーマに、地域行事の大切さや保護者・地域の環境の変化、

また学校・家庭・地域の連携の重要性について意見が交わされました。 
今後も、地域や保護者の皆さまと連携しながら、子どもたちの健やかな成長を支えてまいります。ご理解とご

協力をお願いいたします。 

３～６年生：コグトレオンライン 

３～６年生が取り組んでいる「コグトレオンライン」は、記憶する力・集中する力・考える力・見分ける力な
ど、学習や生活の基盤となる「認知機能」を鍛えるトレーニングです。 
例えば 
『見た情報を一度覚えて答える』『条件を整理して正しい答えを選ぶ』『注意深く見比べて違いを見つける』 

といった課題に、短時間で繰り返し取り組みます。 
この１年間の取組を通して、「つまずきに教員が気づいて、アプローチできるようになった」「話を最後まで
聞こうとする子が増えた」「集中して課題に向かう時間が長くなった」「間違えてもあきらめずに考え直そう
とする姿が見られるようになった」など、学習に向かう姿勢の変化が見られています。 
 これらは、教科の理解を支える大切な力の育ちだと考えています。 

１・２年生：MIMデジタル 

1・2年生が取り組んでいる MIMでは、「見る・聞く・声に出す・体を動かす」など、いくつもの感覚を使いな
がら、文字と音のつながりを学びます。 
例えば 
『文字を見て、音を聞き、声に出して読む』『言葉をリズムや動きと結びつけて覚える』といった活動を行

います。 
この取組により、「文字を読むことへの抵抗感が減ってきた」「音読に自信をもつ子が増えてきた」「『読

めた』『わかった』という成功体験が増えた」といった変化が見られています。 
文字と音のつながりを体験的に学ぶことで、読み書きの基礎を確実に身に付けることをねらいとしています。 
 

ドリルパーク 

AIを活用したデジタルドリルです。 
子どもの理解度に応じて、学習内容が個別に最適化されます。AIが進捗状況を把握し、それに合わせて問題を
提供するため、効率的な学習が可能です。 
「聞く」「読む」「書く」の 3つの技能をバランスよくトレーニングできる問題が用意されており、1つのドリ
ルに取り組む時間は 5〜10分程度なので、手軽に学習が進められます。 
自動採点機能があり、間違えた問題のみを再度学習する機能が搭載されているため、効率的に復習を行うこと
ができます。 


